
第３８９号２０２４年１１月１日（１） 毎月１日発行

全
１
６
５
分
会
が
対
面
開
催
に
よ

り
取
り
組
む
秋
の
「
全
職
場
総
対
話

行
動
」
が
１０
月
７
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
約
１
箇
月
が
経
過
し
た
。
開
催

主
体
で
あ
る
分
会
を
中
心
に
各
級
機

関
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
多

く
の
組
合
員
が
参
画
し
、
積
極
的
か

つ
建
設
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
。Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
発
足
以

来
、
「
全
職
場
総
対
話
行
動
」
を
最

も
重
要
な
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
、

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
て
お
り
、
中

期
目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
」、「
組
織
の
活

性
化
」
に
お
い
て
中
核
を
な
す
取
り

組
み
と
し
て
い
る
。
「
全
職
場
総
対

話
行
動
」
の
基
本
的
な
意
義
は
、
組

合
員
一
人
ひ
と
り
と
の
双
方
向
の
対

話
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
交
渉
経
過
、
成
果
に
つ
い
て
そ
の

場
で
丁
寧
に
組
合
員
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
、
「
ぎ
ょ
う
む
れ
ぽ
ー
と
」

に
は
す
べ
て
記
載
し
き
れ
な
い
行
間

の
や
り
取
り
を
共
有
す
る
こ
と
、
組

合
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
の
熱
量
を

そ
の
場
で
共
有
し
、
様
々
な
課
題
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
に
向
け

た
方
向
性
を
討
議
す
る
場
で
も
あ
る

こ
と
、
こ
れ
ら
が
労
使
協
議
等
に
も

活
か
さ
れ
労
働
条
件
の
向
上
や
職
場

環
境
の
改
善
を
実
現
し
て
き
た
。
役

員
育
成
に
有
益
な
場
で
あ
り
、
組
織

強
化
お
よ
び
組
織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
上
で
重
要
な

意
義
が
あ
る
。

各
級
機
関
が
組
織
強
化
の
取
り
組

み
と
し
て
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
」
に
基
づ
く

運
動
を
展
開
し
、
全
員
参
画
で
「
全

職
場
総
対
話
行
動
」
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
！

東京修繕車両所分会

三島保線区分会

秋秋のの「「全全職職場場総総対対話話行行動動」」展展開開中中�

第３１回賃金実態等調査へのご協力

大変ありがとうございました。

各級機関の皆さまのご尽力により、１６，０８７部

を集約し、８８．９％（出向者除く９４．６％）と過去

最高の集約率となりました。

調査期間が僅少の中でのご協力に厚く御礼申

し上げます。

今後、調査結果を詳細に分析し、春闘交渉を

始めとした各種交渉に反映させてまいります。

また、分析が完了し次第「ぎょうむそくほう」

や「ぎょうむれぽーと」にて、結果をお知らせ

いたします。


